
推薦調書（実装部門）（注 1）

表彰区分 市 推薦都道府県 静岡県

地方公共団体名 島田市

取組名称 行政と保護者との「接点」にデジタル技術を活用した子育て支援プラットフォームの構築

連携自治体、企業、団体等

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容）

（種類）（注 2） ① （左記が①の場合の分野） 子育て

【デジタルを活用した取組の全体概要】

〇島田市に住む妊娠期から 18歳までの子を持つ保護者とその家族に対して、スマート

フォン（以下、「スマホ」という。）等を使って市からのお知らせの受取・市への相談・

申請等のやりとりを、いつでも、どこでも行うことができる、暮らしを支える新しいデジ

タル生活基盤としてプラットフォーム（以下、「ＰＦ」という。）を構築し、令和４年度

施政方針で掲げた「縮充」（事業を選択、資源を集中し、市民生活を充実させる）を進

め、「Well-Being（質と精神的な豊かさ）」の向上に努めている。

【実施に至る経緯・動機】

〇本市では、令和元年 11月にデジタル変革宣言を行い、「住民の福祉の増進を図る」こ

とを基本としたデジタルファーストの理念に基づき取組を進めている。市民意識調査や保

護者アンケートから、デジタルとの親和性が高く、時間的・行動的に制約の多い子育て世

帯に対して利便性を向上させる取組が特に必要であること、コロナ禍の影響により、妊婦

や家族が置かれている環境が変化し訪問がしにくい状況となり、コミュニケーションが取

りづらくなった母子保健事業（※）の所管課から相談があったことから実施に至った。

※本市では、フィンランドの母子保健システムを参考に「島田市版ネウボラ」制度を導入している。

母子健康手帳を交付した家庭に担当保健師を配置し、妊娠から出産後の赤ちゃん訪問や子どもの健

診・相談などを同じ保健師が継続的に対応。早期から顔がわかる関係を構築し、気軽に相談できる

信頼関係を築き、保護者や子どもの状況を理解した上で対応している。

【解決する課題の具体的内容】

〇子育て施策は、子どもだけではなくその保護者の幸せも考える必要がある。すぐに相談

でき不安が取り除かれる環境や、手続き時間の短縮など、保護者のゆとりや充実感が子ど

もの幸せに繋がっていく。近年では、晩婚化や核家族化の進行、共働き世帯の増加など子

育てを取り巻く環境が大きく変化しているため、以下の課題に対応する取組とした。

課題 対応

妊娠期から子どものライフステージに合

わせた切れ目のない支援の実現

背景：子どもの年齢や状況により保護

者と所管課（保健、子育て、保

育、教育等）の「接点」が細分

化されて手続きが煩雑

「接点」にＰＦを導入し、一元化した。

・すべての手続きを１つの入口に集約

・子どもの年齢や状況に応じてお知らせや

表示メニューを最適化

・分野横断的に切れ目なく支援できる環境

を構築

仕事と子育てを両立し、十分に子育ての

時間を確保できるような支援の実現

・保護者が日常的に利用しているスマホで

操作しやすい設計（ＵＩ／ＵＸに配慮）

・手続き方法にデジタルの選択肢を追加

し、時間や場所を問わず手続きが可能。

・担当保健師とのチャット相談機能など、

コミュニケーションを取りやすい環境の

整備

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

やスマホの急激な普及に伴う子育て施策

のデジタルシフト



デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値）

【取組のアウトプット】

〇利用登録者数 386 人（令和４年３月 14 日公開から５月末まで）

島田市版ネウボラの特徴を生かし、母子手帳交付時や赤ちゃん訪問時に担当保健師から案内するほか、

地元金融機関の相談窓口など、対象者と接点のある場所において、利用者登録（認知）活動も並行して

進めている。

【取組のアウトカム】

〇子育てに関する情報取得や行政手続きがしやすいと思う人の割合

令和４年度中にアンケート調査を実施予定

【総合的なアウトカム】

〇市民意識調査における保育環境の充実や子育て支援に対する満足度

令和２年度調査結果：40.2％ 令和３年度調査結果：令和４年 10 月公表予定

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点

〇住民情報データとの連携によりオンライン上の市民を特定 『島田発→全国行の独自取組』

従来の行政が運営する市民向けＷｅｂサイトやアプリは、利用者が入力する本人情報に

基づき情報発信等を行っているが、本人が入力したものかの確実性が担保できていない。

このＰＦでは、利用登録時に市が発行した「認証コード」（※）の入力することで住民情

報上の人物と利用者本人の紐づけを行うため、郵送等アナログの手法で行っていた個人宛

の行政通知などをデジタル情報として直接本人のスマホ等に届けることが可能となった。

これに伴い、より利用者に合った的確な情報発信や申請・相談等の案内も可能となり、伝

達時間の短縮及び通知等の印刷コストの削減が図られた。

※マイナンバーカードを活用した認証アプリ（xID）を利用することにより、電子申請も可能。

〇市が保有するデータを市民へ共有

健康管理システムとの連携により、市が保有する乳幼児健診の結果や予防接種記録をＰ

Ｆ上で利用者と共有(利用者自身が記録する手間を削減)｡簡易的な母子健康手帳の機能を

有し、簡単に家族間で子どもの成長記録等の情報共有もできる。

今後の展望

令和４年度：子育て支援・保育支援分野のサービス公開（児童手当に関する通知や育児サ

ポーター申込、保育所入所に係る相談等）、xID による簡単ログイン実装

令和５年度：教育分野までサービス拡大予定（学校・教育委員会から保護者への連絡通知、

保護者から学校への提出物等）

・ＰＦは、他の分野でも利用できるよう汎用性が高い仕組みとしたため、今後は市民全体

で広く利用できるよう、子育て以外の分野にも利用範囲を拡大していく。

・利用される保護者や教員等に対して、定期的にアンケート調査を行い、利用者にとって

使いやすいＰＦであるよう都度見直しを行っていく。

注 1： 行 や 列 の 追 加 は 行 わ な い で く だ さ い 。 行 や 列 を 拡 大 し て い た だ く の は 差 し 支 え あ り ま せ ん が 、 最 大 ２ ペ ー ジ の 内 で 作 成 を お 願 い し ま す 。

注 2： 以下の①または②のいずれかを選択

① 域内市町村の取組で、デジタルの活用により、次の個別課題を実際に解決し、住民の暮らしの利便性と豊かさの向上や地域の産業振興につながっているもの。（・医療 ・教

育 ・子育て ・物流 ・交通 ・農林水産業 ・中小企業 ・観光 ・防災）

② 域内市町村の取組で、高齢者、障害者などデジタルに不慣れな人々がデジタル機器・サービスの利用方法を学ぶことができる環境づくりを既に進めるなど、あらゆる人がデジ

タル化の恩恵を享受できる、「誰一人取り残されない」社会の実現に寄与しているもの。



「島田市子育て支援プラットフォーム」概要図



「島田市子育て支援プラットフォーム」画面例

マイページ 申請メニュー一覧 健診日時の変更申請

お知らせ一覧へ

申請メニュー一覧へ

相談メニュー一覧へ

育児日誌

健診結果

予防接種記録へ

スケジュール任意入力

種類ごとアイコン表示

・任意入力スケジュール

・市から発信したスケジュール

・子育て応援サイトと連携

したイベント情報



相談メニュー一覧 担当保健師とのチャット相談 対面相談予約



子どもの成長記録 健診結果 予防接種記録


